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会社名 Abalance株式会社（コード番号：3856 東証スタンダード）
グループ経営統括・管理等

設立年月日 2000年4月17日

主要事業 グリーンエネルギー事業、太陽光パネル製造事業、建機事業、
IT事業、ヘルスケア関連事業（光触媒）

主要子会社 WWB、バローズ、VSUN、Abit、日本光触媒センター

主要関連会社 明治機械株式会社（コード番号：6334 東証スタンダード）

本店所在地 東京都品川区東品川2-2-4 天王洲ファーストタワー5階

代表取締役社長 光行康明

従業員数 連結：1,008名、単体：23名（2022/6月現在）

業 績 連結売上高：924.3億円、営業利益16.9億円（2022/6月期）

Abalanceグループ概要
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Abalanceグループ成長戦略

◼ 中期経営計画(2022-24)は,2030ビジョンを達成する助走期間と位置付け,

◼ 「太陽光パネル製造事業」,「グリーンエネルギー事業」を成長エンジンに,

当社グループの持続的成長,企業価値の最大化を図ります。

2022/６期の状況

◼ 過去最高業績を更新

◼ 太陽光パネル製造事
業、グリーンエネル
ギー事業が牽引

◼ 太陽光発電所の販売
(フロー型)から継続
保有によるストック型
モデルへ移行

目指すべき姿
(2030ビジョン)
企業価値の最大化

再生可能エネルギー
中核的グローバル企業へ

脱炭素化社会へ貢献

【成長戦略の柱】
国内と海外で

保有発電容量1GW
＋

年間製造目標８GW

2030年 “目指すべき姿”から、バックキャスト手法で“ロードマップ”を中計(FY2022-24)に反映

3

中期経営計画
(FY2022-24)

◼ ＶＳＵＮ業績:
初期拡大期へ販路拡充
営業利益率の向上
設備投資の実行

◼ ストック型モデル:
開発力強化
開発スピードアップ
自社保有の促進

◼ カーボンフリー事業:
提供価値メニューの拡充
独自ビジネスモデル構築

*1GWは原発１基分に相当。
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⚫ 2024年６月期の売上･利益の目標値を上方修正。
⚫ 成長戦略、重点施策の骨子等については、基本的な変更なし。

22/6期 23/6期 24/6期

実績 予算 当初予算 上方修正

売上高 92,435 110,000 59,000 150,000

海外売上(=VSUN) 81,775 100,000 42,000 138,000

国内フロー 8,009 6,700 12,600 7,600

国内ストック 2,651 3,300 4,400 4,400

営業利益 1,697 2,900 3,600 4,500

経常利益 1,510 2,810 3,100 3,800

株主還元
「利益還元」,「成長資金確保」のバランスを考慮のうえ、
安定配当を継続、及びキャピタルゲインによる還元

【中期経営計画(FY22-24)】 (単位：百万円)

中期経営計画/上方修正について

＜背景＞ VSUN社の業績拡大により、中計初年度に、最終年度の売上を達成した為。
世界的な再エネ需要の拡大を背景に、脱炭素化のトレンドは長期的。
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グループ企業価値向上への強化施策

経営・財務

➢ 多様な資金調達手段の確保

➢ 自己資本比率の計画的な向上

➢ ESGレーティングスコアを意識した情報開示(TCFD)

➢ 外国人投資家への英文開示の拡充

➢ プライム市場への指定替え

IR

⚫ 生産量の拡大に伴う設備投資計画(第４工場等)
太陽光パネル
製造事業 ⚫ 利益率の改善による持続的成長

⚫ ベトナム「UPCoM店頭市場」 IPOに向け、株式公開制度への登録

⚫ 大手企業･総合商社等との業務提携,戦略的パートナーシップ

グリーン
エネルギー事業

⚫ 自家消費案件(ノンフィット,ノンファーム) の仕入・開発の強化

⚫ ソーラーシェアリング提案の推進

⚫ 再エネ分野を中心としたM&Aの実行

主
力
事
業
の
推
進

経
営
管
理

⚫ 水素商品の開発、事業の推進
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ＶＳＵＮ社のＩＰＯについて

66

✓ 公開会社制度への登録審査終了後、ベトナム「UPCoM店頭市場」上場の早期実現を目指す。
✓ 「UPCoM店頭市場」上場後に、ハノイ証券市場への指定替えや、他国の証券市場も含めた

IPOを視野に入れ、継続的に検討。

ハノイ証券取引所(HNX)

有限責任会社(Limited Liability Company)

株式責任会社(Joint Stock Company)

店頭登録(UPCoM)

成長資金の獲得

公開会社(Public Company)

ブランドイメージ向上 優秀な人材の確保



Copyright © 2022 Abalance Corporation 77

【免責事項】

◼ 本資料に記載の情報は、経済・社会の情勢及び当社グループが合理的
と判断した一定の前提に基づいて作成しておりますが、経営環境の変
化等により、予告なしに変更される可能性があります。

◼ 本資料において提供している情報は、「今後の見通しに関する情報」を
含んでおります。それらは、現時点における当社グループの見込み、予
測及びリスクを伴う一定の想定に基づくものであり、実質的に当該記述
とは異なる結果を招き得る不確実性を含み、計画等の実現を保証する
ものではありません。

◼ リスクや不確実性には、一般的な業界、市場の状況、金利、為替変動等
の国際・国内の経済状況が含まれます。

＜本資料の問合せ先＞

グループサイト（https://www.abalance.jp/）の「お問合せ」、「業績・決算・IRに関して」
（プルダウン選択）から、よろしくお願いいたします。


